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深川連区地区防災計画 

１ 目的 

この計画は、深川連区における防災活動に必要なことを定め、地震その他の災害

から生命、身体及び財産を保護するとともに被害の拡大防止を目的とする。 

 

２ 基本方針 

(1) 災害発生時には、自分自身の安全を最優先に守る「自助」を基本とする。 

(2) 地域で助け合い、自分のまちは自分たちで守る「共助」の計画とする。 

(3) 定期的に地区防災計画や防災活動を見直し、常にブラッシュアップすることで

地域の安心安全に繋げていく。 

３ 地域の災害特性 

資料編 深川連区防災地区カルテを参照 

 

４ 防災訓練等 

(1) 瀬戸市総合防災訓練（例年１１月第３日曜日） 

瀬戸市が主催する防災訓練に参加する。 

(2) 深川連区地域防災訓練（７月第３日曜日、１０月第３日曜日） 

ア ７月期は、台風時期に備えて風水害を想定した訓練（土砂災害危険区域把握、

防災資機材の確認、安否確認、土のう作成など）を行う。 

イ １０月期は、瀬戸市総合防災訓練（せと市民総ぐるみ防災訓練）を前に地震

を想定した訓練を行う。（防災資機材取扱訓練、防災資機材点検、避難所開設運

営訓練、情報収集訓練など） 

(3) 新防災人材育成研修会（６月第１日曜日） 

新たに自主防災リーダー及び防火防災委員に委嘱された方を対象に、連区の防

災についての取り組みなどの基礎研修を行う。 

(4) その他 

消火器の取扱いや、避難訓練など実践的な訓練のみにとらわれることなく、図

上訓練や、防災資機材点検、課題のあぶり出し、街頭消火器の点検、防災計画の

見直しなど、あらゆる防災に対する取り組みが防災訓練であり、積極的に多様な

訓練を取り入れるよう努める。また可能な限り、参加層（老若男女）、場所、季節、

時間帯を変化させ、真に効果のある防災訓練となるよう工夫する。 

 

５ 防災備蓄資機材等 

(1) 地域の防災資機材について、防災・減災するためには「何が必要か」、「いくつ

必要か」、「これは不必要では」、と常に意識することが重要であり、防災活動を行

う上で私たちが本当に必要な資機材の種類、数量、維持管理方法、取扱方法、調

達方法などを考える必要がある。１０月期訓練時や新防災人材育成研修会等にお
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いて、防災資機材を１年に１回は見直すよう努める。 

(2) 家庭内備蓄について、７日分以上（最低でも３日分）の食料や飲料水の備蓄を

促進する。また、普段から購入している飲料水や食料品、生活必需品をうまく活

用（ローリングストック）するよう心掛ける。（資料編 深川連区過去防災訓練資

料参照） 

 

６ 防災に関する課題 

(1) 新耐震基準以前の木造建物の割合が高く、大規模地震発生時、多くの建物が倒  

壊する可能性がある。 

(2) ６５歳以上の高齢者の人口割合が高く、避難行動要支援者に対する支援体制を 

確立する必要がある。 

(3) 避難所開設・運営の実効性を高める訓練の実施。 

(4) 防災意識の醸成（家庭内備蓄、非常持出品、家具転倒防止、感震ブレーカーの

設置など。） 

(5) アーケード街が存在するなど、いわゆる密集地域であり、大規模地震発生時に

おける建物倒壊による道路の寸断や火災の延焼拡大の恐れが高い。   

 

７ 防災知識の普及啓発 

災害時の被害を最小限にするために、防災に関する正しい知識を身に付ける必要

がある。そのために、あらゆる機会を捉え住民に知識や情報を伝える機会を増やす

よう努める。また、住民も受け身でなく自ら積極的に知識や情報を身に付け発信側

になるよう努める。 

 

８ タイムライン 

タイムラインは、風水害など災害の時間経過が予測できる災害に対して、「いつ」、

「誰が」、「何をするか」など時系列に整理したもので“防災行動のスイッチ”を入

れるため計画です。「注意報が発表されたら携帯電話を充電しておく。」「避難レベル

が４になったら公民館に避難する。」など、あらかじめタイムラインを作っておくこ

とで、迷うことなく防災行動がとれることにより被害が軽減されます。ぜひ、自分

だけのマイタイムラインを作っておきましょう。 

 

９ 避難 

災害時に危険な場所にいる人は避難することが原則です。しかし、避難所に行く

ことだけが避難することではありません。 

『避難』は文字どおり『難』を『避ける』ことです。自宅が安全であれば避難所

に行く必要はありません。特にペットを飼っている方や高齢者、女性、子どもがい

るご家庭など、避難所での生活よりも住み慣れた自宅避難の方がストレスなく生活

できる場合が多いので、可能な限り在宅避難をするよう日頃から食料や日用品など



家庭内で防災備蓄品の準備をしておきましょう。 

一方、避難所の開設運営は地元住民を主体に、行政や施設関係者などと連携して、

避難所の開設運営をします。なお、実際の災害時には、平常時では想像しえないこ

とが多く発生することが予想されるので、避難所運営委員会において、その都度問

題に対する暫定ルールを作り柔軟に対応します。 

平常時から、避難所開設運営における様々な課題を想定し、今後、「避難所開設運

営要領」を作成するよう努めます。 
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【【【【2222----AAAA】深川連区】深川連区】深川連区】深川連区    社会条件社会条件社会条件社会条件    

【連区の概要】【連区の概要】【連区の概要】【連区の概要】    

深川連区は瀬戸市中央部のやや東寄りに位置する。市街地にはやきもの産
業関連施設が集積している。連区南西部には生活サービス施設である商店街
がある。主要道路としては、国道 248 号などが存在する。鉄道は連区内には
存在しないが、近隣に名鉄瀬戸線の尾張瀬戸駅が存在する。 
 
 

【人口および世帯数】【人口および世帯数】【人口および世帯数】【人口および世帯数】    

平成 12 年から平成 22年までの 10年間で、深川連区全体の人
口は 3,115 人から 2,531 人と 18.7%減少し、ほぼ全域で減少傾
向である。また世帯数は 1,242 世帯から 1,073 世帯と 13.6%減
少している。 
 
深川連区全体の 65 歳以上人口比率が 39.0%と、瀬戸市全体の

23.3%と比べて 15.7%高く、連区全域にわたって高齢化が進展
している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【建物】【建物】【建物】【建物】    

深川連区の木造建物および非木造建物の割合は、
木造建物 69.9%、非木造建物 30.1%である。新耐震基
準以前（昭和 55年以前）の木造建物は全建物の 58.3%
であり、瀬戸市全体の 34.3%に比べて高く、連区南
部の市街地および印所川沿いに集中している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※平成23年度都市計画基礎調査

　建物利用現況図をもとに集計

建築年 棟数 構成比

計

S56年以降

423棟 30.1%

1,403棟 

162棟 

84棟 

連区内棟数

43.8%

6.0%

16.3%

11.5%

100.0%

110棟 

229棟 S45年以前

計

木

造

S56年以降

14.5%

7.8%

69.9%

S36～55年

S35年以前

980棟 

615棟 

203棟 

S46～55年
非

木

造

階層別人口構成階層別人口構成階層別人口構成階層別人口構成    

木造・非木造構成木造・非木造構成木造・非木造構成木造・非木造構成    

新新新新耐震基準以前の耐震基準以前の耐震基準以前の耐震基準以前の木造木造木造木造建物分布図建物分布図建物分布図建物分布図    

深川深川深川深川連区連区連区連区    

人口増減率図人口増減率図人口増減率図人口増減率図    65656565 歳以上人口比率図歳以上人口比率図歳以上人口比率図歳以上人口比率図    

※平成22年国勢調査結果より

6人 区分不明

連区内人口 2,531人 

-

0～14歳

65歳以上 985人 

15～64歳

7.4%

53.6%1,354人 

186人 

39.0%

年代 人口 構成比
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【【【【2222----BBBB】深川連区】深川連区】深川連区】深川連区    水害および土砂災害水害および土砂災害水害および土砂災害水害および土砂災害    

■過去に大規模な水害が発生し過去に大規模な水害が発生し過去に大規模な水害が発生し過去に大規模な水害が発生した箇所があるた箇所があるた箇所があるた箇所がある。また、。また、。また、。また、連区南東連区南東連区南東連区南東部に部に部に部に土砂災害土砂災害土砂災害土砂災害特別特別特別特別警戒区域警戒区域警戒区域警戒区域およびおよびおよびおよび
土砂災害警戒区域が存在する。土砂災害警戒区域が存在する。土砂災害警戒区域が存在する。土砂災害警戒区域が存在する。 

■連区北部に連区北部に連区北部に連区北部に風水害風水害風水害風水害時の時の時の時の避難所避難所避難所避難所までの距離が離れている地域が存在する。までの距離が離れている地域が存在する。までの距離が離れている地域が存在する。までの距離が離れている地域が存在する。 

【水害および土砂災害箇所】【水害および土砂災害箇所】【水害および土砂災害箇所】【水害および土砂災害箇所】    

深川連区では、浸水想定区域はないが、過去には
昭和 32 年に泉町で大規模な水害が発生している。ま
た、大正 14 年にも大規模な水害が発生している。 
また、藤四郎町と東郷町では土砂災害特別警戒区

域（急傾斜地の崩壊）および土砂災害警戒区域（急
傾斜地の崩壊）に指定されている箇所があり、対策
が必要である。 
その他、須原町から東印所町にかけ、急傾斜地崩

壊危険箇所または土石流危険渓流に指定されている
箇所が存在する。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【風水害【風水害【風水害【風水害時の時の時の時の避難所避難所避難所避難所および緊急避難場所および緊急避難場所および緊急避難場所および緊急避難場所】】】】    

深川連区では深川公民館が風水害時の避難所・緊急避難場所として指定されている。近隣連区の避難所
も含めると、窯業関連の施設が立地する西印所町と東印所町の北部を除き、700m 以内に風水害避難所が
存在する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※地域防災計画より

40人 85人 135人

収容定員（目安）

　深川公民館

緊急避難場所・避難所
長期 初期 直後

水害水害水害水害・土砂災害危険度図・土砂災害危険度図・土砂災害危険度図・土砂災害危険度図    

風水害時の避難所・緊急避難場所風水害時の避難所・緊急避難場所風水害時の避難所・緊急避難場所風水害時の避難所・緊急避難場所一覧一覧一覧一覧    

風水害風水害風水害風水害時の時の時の時の避難所避難所避難所避難所・緊急避難場所の・緊急避難場所の・緊急避難場所の・緊急避難場所の対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲図図図図    

泉町泉町泉町泉町でででで過去に過去に過去に過去に大規模な大規模な大規模な大規模な

水害が発生している。水害が発生している。水害が発生している。水害が発生している。    

藤四郎町藤四郎町藤四郎町藤四郎町と東郷町と東郷町と東郷町と東郷町には土砂災害特別警戒区域（急傾には土砂災害特別警戒区域（急傾には土砂災害特別警戒区域（急傾には土砂災害特別警戒区域（急傾

斜地の崩壊）および土砂災害警戒区域（急傾斜地の斜地の崩壊）および土砂災害警戒区域（急傾斜地の斜地の崩壊）および土砂災害警戒区域（急傾斜地の斜地の崩壊）および土砂災害警戒区域（急傾斜地の

崩壊）が指定されて崩壊）が指定されて崩壊）が指定されて崩壊）が指定されている。いる。いる。いる。    

急傾斜地の崩壊 48棟

特別警戒区域 21棟

警戒区域 27棟

土砂災害警戒区域内に土砂災害警戒区域内に土砂災害警戒区域内に土砂災害警戒区域内に    
ある建物棟数ある建物棟数ある建物棟数ある建物棟数    

西印所町と東印所町の北部西印所町と東印所町の北部西印所町と東印所町の北部西印所町と東印所町の北部には、避難所までには、避難所までには、避難所までには、避難所まで

700m700m700m700m 以上離れている地域が存在す以上離れている地域が存在す以上離れている地域が存在す以上離れている地域が存在する。る。る。る。    
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【【【【2222----CCCC】深川連区】深川連区】深川連区】深川連区    地震災害地震災害地震災害地震災害    

■■■■連区のほぼ全域で連区のほぼ全域で連区のほぼ全域で連区のほぼ全域で耐震性の低い建物が耐震性の低い建物が耐震性の低い建物が耐震性の低い建物が倒壊倒壊倒壊倒壊する割合が高い。する割合が高い。する割合が高い。する割合が高い。    
■連区のほぼ全域にて■連区のほぼ全域にて■連区のほぼ全域にて■連区のほぼ全域にて、、、、近隣に地震近隣に地震近隣に地震近隣に地震時の避難時の避難時の避難時の避難所が存在する。所が存在する。所が存在する。所が存在する。 

【建物被害および液状化】【建物被害および液状化】【建物被害および液状化】【建物被害および液状化】    

(1)建物被害について 
深川連区はほぼ全域にて、耐震性の低い建物が倒

壊する割合が高く、幅員が狭小な道路が多いため、
道路閉塞や火災延焼の危険度が高い。 
 
(2)液状化について 
液状化の可能性がある地域は、主に印所川で形成

された沖積低地（谷底平野）に分布し、泉町では可
能性が非常に高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【【【【地震時の地震時の地震時の地震時の避難所および避難所および避難所および避難所および緊急緊急緊急緊急避難場所】避難場所】避難場所】避難場所】    

深川連区では、地震時の緊急避難場所として陶祖公
園、深川小学校の 2ヶ所、避難所として深川小学校の
1ヶ所が指定されている。近隣連区の避難所も含めて、
居住地域の全域において、700m 以内に避難所もしくは
緊急避難場所が存在する。 
避難所および緊急避難場所へは狭い道が多く、災害

後の状況によっては、円滑な避難が阻害される可能性
がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

長期 初期 直後

陶祖公園（野球場等） 深川小学校 80人 160人 255人

深川小学校（運動場） ※地域防災計画より

緊急避難場所 避難所
収容定員（目安）

地震時の地震時の地震時の地震時の避難所避難所避難所避難所・緊急避難場所・緊急避難場所・緊急避難場所・緊急避難場所のののの対象範囲対象範囲対象範囲対象範囲図図図図    

液状化液状化液状化液状化危険度図危険度図危険度図危険度図    

地震時の避難所・緊急地震時の避難所・緊急地震時の避難所・緊急地震時の避難所・緊急避難場所一覧避難場所一覧避難場所一覧避難場所一覧    

建物建物建物建物（木造および非木造）（木造および非木造）（木造および非木造）（木造および非木造）倒壊危険度図倒壊危険度図倒壊危険度図倒壊危険度図    

泉町では液状化の可能性泉町では液状化の可能性泉町では液状化の可能性泉町では液状化の可能性

が非常にが非常にが非常にが非常に高い。高い。高い。高い。    







深川連区避難所データ（旧深川小学校体育館） 

 

避難所種別 地震 

所在地 宮脇町５３番地 

電話番号 なし 

ＦＡＸ番号 なし 

防災行政無線 深川公民館に保管（個別番号２０２） 

電気 有（体育館にコンセント４箇所） 

※発電機は防災倉庫にあり、防災倉庫台帳参照 

水道 体育館内にはなし 

※校舎玄関前、深川公民館に水道設備あり 

ガス なし 

トイレ 体育館内にはなし 

①体育館北東グラウンド内に仮設トイレあり（女子：洋式１、男

子：洋式１） 

②公民館にトイレあり 

③備蓄倉庫内：仮設トイレ・携帯トイレ等あり 

ペット可否 体育館北側器具庫をペットスペースとして活用予定 

収容人員 

直後（１㎡/人） ２５５人 

初期（２㎡/人） １６０人 

長期（３㎡/人） ８０人 

コロナ区画 １４区画（3ｍ×3ｍ） 

※コロナ対応区画図参照（P９） 

駐車台数（目安） 台（グランド内   台、プール東側   台） 

近隣避難所 

 

※旧深川小からの距離 

①にじの丘学園（地震）1.4km 

②旧古瀬戸小学校（地震）1.5km 

③旧道泉小学校（地震）1.6km 

④水無瀬中学校（地震）1.9m 

⑤深川公民館（風水害）0.1km 

鍵保管者 ①市役所危機管理課（体育館、防災備蓄倉庫、校舎） 

②自治会長（体育館、防災備蓄倉庫） 

その他  

 



 

旧深川小学校配置図 

プール 

校舎 

体育館 

運動場 

公民館 

駐車場 

防災倉庫№３ 

↑ 
防災倉庫№１ 

防災倉庫№２ 

AED 

水道 

仮設トイレ 

鉄棒 鉄棒 
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器具庫 
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分電盤 
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旧深川小学校 
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２ 

分電盤 
物資置場 

予備 
スペース 

ペットゾーン 

ペットゾーン 

授乳エリア 

女性エリア 

資機材置場 

避難所運営 
事務局 

事務局休憩 
スペース 

Ａ１ Ｂ１ Ｃ１ Ｄ１ Ｅ１ 

Ａ２ Ｂ２ Ｃ２ Ｄ２ Ｅ２ 

Ａ３ Ｂ３ Ｃ３ Ｄ３ Ｅ３ 



深川連区防災備蓄倉庫一覧 

 

倉庫 

№ 
所在地 管理者 

鍵 

保有者 
備考 

１ 深川公民館西 倉庫 
自治会 

(深川連区防火防災協会) 
自治会事務局 

2002(H14).3.27 

市総務課から配備 

２ 
旧深川小学校北 倉

庫 

自治会 

(深川連区防火防災協会) 
自治会事務局 

2020 年小学校廃校に伴い

校舎３階の資機材を移動 

旧小学校跡地利用開始ま

での暫定使用中 

３ 
旧深川小学校 

グランド南西角 
市危機管理課 

危機管理課 

自治会事務局 
 

     

     

     

     

 

  



防災倉庫位置図 

 

  

プール 

校舎 

体育館 

運動場 
公民館 

駐車場 

防災倉庫№３ 

↑ 
防災倉庫№１ 

防災倉庫№２ 



倉庫№１（公民館西）   令和７年３月１日現在 
 

№ 品 名 数量 備 考 

1 メガホン（樹脂製） 10 電池確認すること 

2 バケツ（金属製） 20  

3 なたノコ（ケース付き） 2  

4 バール（1.8ｍ） 10  

5 土のう袋（ビニール） 700  

6 剣先スコップ 10  

7 丸太杭（1.5ｍ） 10  

8 
救助ロープ（太さ 12mm 段ボール入

200ｍ） 
1  

9 布担架 2  

10 防水シート（3.5ｍ×5.4） 25  

11 毛布（化学繊維） 10  

12 投光器（200W） 2  

13 電工ドラム（30m） 1  

14 投光器（300W 三脚付き） 1 
倉庫 NO2 発電機と同時受
領 

15 
救助工具セット（FK 救助工具セット

B） 
1 式 

2021.2.16 市防災安全課より
受領 

 

15 内訳 

剣先スコップ 1、バール 1、レスキューアッキス(斧)1、ハンマー1、救急セット 1 

ゴーグル 1、番線カッター1、機械工具セット 1、のこぎり 1、皮手袋 1、マスク 2 

タオル 1 

 



  
№ 品 名 数量 備 考 

16 軍手 60  

17    

18    

19    

20    

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

 

メモ 

 

  



倉庫№２（旧深川小学校北）  令和７年３月１日現在 
 

№ 品 名 数量 備 考 

1 発電機①（ガソリン） 1  

2 発電機②（ＬＰＧ） 1 2018.3.15 市防災課から受領 

3 発電機③（ＬＰＧ） 1 2019.3.15 消防本部から受領 

4 投光器 900w（三脚付き） 2 発電機①と同時受領 

5 コードリール（  ｍ） 2 発電機③と同時受領 

6 投光器  w（三脚付き） 2 発電機③と同時受領 

7 
救助工具セット※ 

（ＦＫ救助工具セットＢ） 
1 

2012.1.6 市防災安全課から受
領 

8 ポータブルトイレ（Ｒ型 CONDO） 2 山崎産業㈱ 

9 
携帯用トイレ袋（スケットイレ） 

100 回分/箱 
1 日本曹達㈱ 

10 組立トイレ（ドントコイ） 1 ﾊﾞｷｭｰﾑｶｰ動線考慮し設置 

11 給水タンク（カンタンク）10 個/箱 10 富士特殊紙業㈱ 

12 
折りたたみリヤカー 

ﾊﾝﾃﾞｨｰｷｬﾝﾊﾟｰ S8A 
1 昭和ブリッジ販売㈱ 

13 ブルーシート（3.5ｍ×5.4ｍ） 301  

14 
油圧ジャッキ（５トン） 

KYB HYDRAULIC JACK 
2  

15 
エンジンチェーンソー 

ESE3000 ローヤル 
1 

2007（H19）.9 配備 
チェーンオイル配慮 

 

メモ 

発電機使用時、燃料確保配慮すること。 



 
 

№ 品 名 数量 備 考 

16 
炊き出し（ハソリ）セット一式 

まかないくん 30 型 LPG バーナー付 
1 2007.9 配備 

17 災害救助用毛布 3  

18 テント（3.6ｍ×5.4ｍ）  2007（H19）.9 配備 

19 階段避難車（イーバックチェア） 1 
2023（R4）.12 配備 
南海トラフ補助活用資機材 

20 パーソナルテント 3 
2023（R4）.12 配備 
南海トラフ補助活用資機材 

21    

22    

23    

24    

25    

26    

27    

28    

29    

30    

 

メモ 

炊き出しセット使用時、燃料確保配慮すること。 



 

倉庫№３（グランド南西角） 令和７年３月１日現在 

 

№ 品 名 数量 備 考 

1 アルファ米（2026.7 期限） 1,000 R2 配備 

2 500ml 飲料水（2027.2 期限） 1,008 H28 配備 

3 2ℓ飲料水（2031.5 期限） 42  

4 毛布（真空） 150  

5 間仕切り（WT-120） 6  

6 間仕切り（WT-180） 4  

7 大型間仕切り（プライベートルーム） 1  

8 エアーマット（20 枚入、ポンプ付） 1  

9 組立トイレ（ドントコイ） 1  

10 折りたたみ式簡易トイレ（ﾍﾞﾝﾘｰﾄｲﾚ） 4  

11 簡易トイレ（ボックストイレ） 6  

12 パーソナルテント（トイレ用テント） 2  

13 
災害用トイレ処理セット 100 回分 

（2036.2 期限） 
10  

14 投光器（三脚付） 4  

15 コードリール 4  

 

 

 

 

 

メモ 



№ 品 名 数量 備 考 

16 発電機（ＬＰＧ）MGC901GP 2  

17 発電機（ガソリン）EX900 2  

18 ＬＰガスボンベ（5ℓ） 6 R2 配備 

19 ブルーシート 20  

20 感染防止資機材セット 1  

21 段ボールベッド 1  

22 フェイスシールド 10  

23 防護服 6  

24    

25 アクアフィーナ（ペットボトル飲料水）   

26    

27    

28    

29    

30    

 

メモ 



１ ＡＥＤ（屋内収納箱付き）  ２ 瀬戸市防災行政無線（ＭＣＡ） 

(1) 設置年月日         (1) 設置年月日 

2020（R2）年          2020（R2）年 

(2) 設置者及び管理者      (2) 設置者及び管理者 

深川連区自治会         市役所危機管理課 

(3) 設置場所          (3) 設置場所 

深川公民館玄関入り口      深川公民館事務室内南西角 

（常時使用可）       (4) 個別番号 

(4) その他             ２０２（ニイマルニ） 

日本光電社製        (5) 個別名称 

                   深川公民館（フカガワコウミンカン） 

               (6) 放送グループ 

                 移動系一斉（風水害避難） 

 

３ 瀬戸市防災ラジオ（ＦＭコミュニティ防災ラジオ） 

(1) 設置年月日 

   年 

(2) 設置者及び管理者 

市役所危機管理課 

(3) 配布者 

① 深川公民館（自治会管理） 

② 自治会長 

③ 自治会副会長Ａ 

④ 自治会副会長Ｂ 

⑤ 自治会副会長Ｃ 

⑥ 自主防災リーダーＡ 

⑦ 自主防災リーダーＢ 

⑧ 自主防災リーダーＣ 

⑨ 自主防災リーダーＤ 

(4) 保有型式 

ア Ａタイプ（割込みボタンあり型） 台 

イ Ｂタイプ（割込みボタンなし型） 台 

ウ Ｃタイプ（圏外灯が点滅しない場所に設置する型） 台 

エ Ｄタイプ（割込みボタンなし型） 台 





深川連区一時
いっとき

集合場所一覧 
令和５年４月１日現在 

№ 町内会名 一時
いっとき

集合場所 

１ 湯之根 令和元年度町内会長宅前 

２ 東宮里 ノベルティ駐車場（宮脇町） 

３ 西宮里 ノベルティ駐車場（宮脇町） 

４ 東 泉 旧深川小学校敷地北口 

５ 西 泉 泉秋寺 

６ 東印所 天晴寺霊苑駐車場 

７ 西印所 印所集会場 

８ 宮 脇 旧深川小学校グラウンド 

９ 新 道 旧深川小学校グラウンド 

１０ 刎 田 マルカク駐車場前 

１１ 東須原 陶祖公園北（旧老人憩の家入口） 

１２ 西須原 山札製陶駐車場 

１３ 藤四郎 陶祖公園入口階段脇 

１４ 東郷南 山口神社 

１５ 東郷北 山口神社 

１６ 杉 塚 中橋歩道橋南 学童前 

１７ 前 田 瀬戸信用金庫瀬戸東支店前 

１８ 薬 師 中外陶園駐車場 

１９ 東末広 商店街ニコニコ広場 

２０ 西末広 宮川モール 

２１ 宮 前 宮前広場 

２２ 池 田 ポケットパーク 
 



深川連区一時
いっとき

集合場所位置図 
令和４年１０月１日現在 
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←旧深川小学校体育館 

←深川公民館 











 

出典：瀬戸市備蓄計画より引用 


